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第
15
回
「
桶
川
花
と
緑
を

�
い
っ
ぱ
い
に
す
る
会
」

　

市
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

る
個
人
や
グ
ル
ー
プ
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形

式
で
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
「
桶
川
花
と

緑
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
会
」
の
高
木
誠
司

会
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

┃
┃
桶
川
花
と
緑
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
会

に
つ
い
て

　

緑
化
事

業
の
推
進
、

緑
化
活
動

の
啓
発
を

目
的
に
平

成
9
年
10

月
に
発
足

し
ま
し
た
。

現
在
会
員

は
33
人
で

す
。

　

毎
週
火

曜
日
の
午

前
中
を
中

心
に
活
動

し
て
い
ま

す
。
平
成

17
年
11
月

に
は
、
日
頃
身
近
な
と
こ
ろ
で
住
み
よ
い

地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
、
積
極
的
な
実

践
活
動
を
地
道
に
続
け
て
い
る
個
人
お
よ

び
団
体
に
贈
ら
れ
る
「
シ
ラ
コ
バ
ト
賞
」

の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

┃
┃
活
動
内
容

　

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
や
市
民
ホ
ー
ル
の
プ

ラ
ン
タ
ー
な
ど
、
市
内
6
か
所
あ
る
管
理

地
を
6
班
に
分
け
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

年
2
回
の
花
の
植
え
替
え
、
水
や
り
、
除

草
な
ど
の
ほ
か
、
寄
せ
植
え
講
座
の
講
師

や
市
内
イ
ベ
ン
ト
で
の
花
の
無
料
配
布
を

行
っ
て
い
ま
す
。

┃
┃
植
栽
す
る
花
木
に
つ
い
て

　

春
は
「
ベ
ゴ
ニ
ア
」「
日
々
草
」、
秋
は
、

「
ス
ミ
レ
」
を
植
え
付
け
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
色
々
な
品
種
を
試
し
ま
し
た
が
、

花
を
長
く
楽
し
め
る
、
こ
れ
ら
の
品
種
に

落
ち
着
き
ま
し
た
。

┃
┃
苦
労
す
る
こ
と

　

屋
外
で
の
作
業
に
な
り
ま
す
の
で
、
暑

さ
、
寒
さ
は
体
に
堪こ

た

え
ま
す
ね
。
無
理
な

姿
勢
で
作
業
す
る
こ
と
も
多
い
で
す
か
ら

老
骨
に
鞭
打
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す（
笑
）

┃
┃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て
い
る
理
由

　

や
は
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
「
花
壇

き
れ
い
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
一

番
の
励
み
に
な
り
ま
す
。
会
と
し
て
の
活

動
は
原
則
週
1
回
な
の
で
す
が
、
草
花
の

状
態
を
保
つ
た
め
、
自
主
的
に
手
入
れ
を

し
て
い
る
会
員
が
多
い
で
す
。
根
っ
か
ら

の
花
好
き
な
ん
で
す
ね
（
笑
）

　

ま
た
、
作
業
後
の
お
茶
会
で
世
間
話
を

す
る
の
も
楽
し
い
で
す
ね
。
手
作
り
の
お

菓
子
を
用
意
し
て
く
れ
る
会
員
も
多
い
ん

で
す
よ
。
み
ん
な
が
協
力
し
て
会
を
盛
り

立
て
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
助
か
っ
て
い

ま
す
。

┃
┃
今
後
の
課
題

　

70
代
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
メ

ン
バ
ー
の
高
齢
化
が
課
題
で
す
。
若
者
の

入
会
は
難
し
い
と
思
う
の
で
、
定
年
し
た

ば
か
り
の
60
代
の
「
若
手
」
の
入
会
を
大
、

大
募
集
し
て
い
ま
す
（
笑
）

┃
┃
初
め
て
の
試
み

　

駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
に「
オ
ケ
ち
ゃ
ん
」

の
顔
を
表
現
し
た
寄
せ
植
え
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
こ
の
夏
に
は
見
頃
を
迎
え
る
の
で
、

皆
さ
ん
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

問
合
せ
蜊
桶
川
花
と
緑
を
い
っ
ぱ
い
に

す
る
会 

会
長 
高
木
誠
司
☎
786
―
4	

8
2	

7
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▲ベゴニアの植え付け

▲「オケちゃん」の顔を表現した寄せ植え



ま
ち
の
話
題

まちの話
題

　平成28年度「はがきでコミュニ
ケーション全国発表大会」（日本
郵便株式会社主催）において、文
部科学大臣賞を受賞した蘒原(はぎ
はら)あかりさん（朝日小６年）が
市長を表敬訪問しました。この大
会は、手紙を書くことを通じて子
どもたちの伝える力やコミュニ
ケーション力を育むことを目的に
開催されています。今回の募集
テーマは「大切な相手を思い浮かべて、伝えたい気持ちを
かいて、おたよりで交換しよう！」というもの。祖父母宛
てにはがきを書いた蘒原さんは、３か月以上かけて作曲し
た曲を大好きなおじいちゃんとおばあちゃんに聴いてもら
いたいという想いを綴りました。
　祖父からの返信には、楽器を練習しているおじいちゃん
の様子と「お互いにがんばろう」という言葉が書かれており、蘒原さんは「おじいちゃんの絵が上手でおどろ
きました。私も練習をがんばろうと思いました。」と話してくれました。　　　　　　　　　　  （５月19日）

文部科学大臣賞を受賞文部科学大臣賞を受賞ジュニアオリンピック　400m自由形で優勝ジュニアオリンピック　400m自由形で優勝

第30回 桶川公民館サークル発表会第30回 桶川公民館サークル発表会

　第39回全国JOCジュニアオリンピックカップ
（3/27~30開催）の400m自由形で優勝を果たした東
藤承太郎さん（加納中３年）が市長を表敬訪問しまし
た。長距離が得意な東藤さんの武器は、レース後半ま
で強いキックを打ち続ける事ができる持久力。この強
靭な身体は、毎日2時間の泳ぎこみのほか、ウエイト
トレーニングで養われています。オリンピック出場を
目標に練習を重ねている東藤さん。「１番をとれる選手
になりたい」と意気込みを語りました。  （５月22日）

　このイベントは（一社）桶川青年会議所主
催で、会員手作りの「そうめん台」を利用し
て行われました。会場は、幼児から中学生ま
での親子連れや三世代で参加した約200人で
大変賑わいました。初夏の日差しの下で流し
そうめんを体験した親子は「こんなに大きな
流しそうめんは初めてです。そうめん以外の
〝お楽しみ〟※も流れてきて楽しかったで
す。」と話してくれました。
※〝お楽しみ〟…チーズ、缶詰のみかん、か
にカマ、ゼリーなど

（5月28日　べに花ふるさと館）

流しそうめん祭 開催流しそうめん祭 開催
商工会青年部の婚活事業商工会青年部の婚活事業
 この取組みは、商工会青年部の創立50周年を記念
して始まったものです。少子高齢化の一因である
未婚・晩婚化対策として企画されました。当日
は、男性20人、女性15人が参加。青年部の盛り上
げもあって
４組のカッ
プルが誕生
しました。
（３月19日　
商工会館）

小学校特別教室（音楽室）空調設備設置事業小学校特別教室（音楽室）空調設備設置事業
　教育委員会では、近年の記録的な猛暑による熱
中症対策など、児童の学習環境の改善を図るため、
空調設備
が設置さ
れていな
かった小
学校の音
楽室に空
調設備を
設置しま
した。

旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場建物の
構造模型を寄贈していただきました
旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場建物の
構造模型を寄贈していただきました
　学校法人ものつくり大学様より、桶川分教場建
物の構造模型を寄贈していただきました。この模
型は、同大学の学生たちが卒業制作として作製し
たものです。川田谷生涯学習センターのエントラ
ンスに展示してありますので、ぜひご覧ください。

長年の寄附に対し感謝状を贈呈長年の寄附に対し感謝状を贈呈
 長きに渡り多大なご支援をいただいた、埼玉県桶
川市倫理法
人会様に対
し感謝の意
を表し、桶
川市感謝状
贈呈取扱要
領に基づき、
感謝状をお
贈りしまし
た。
（５月19日）

「虹の会」の絵手紙展「虹の会」の絵手紙展
　中山道宿場館を会場に「絵手紙展」が開催され
ました。会場には、野菜や果物、花などを題材に、
感じた事を描いた作品や家族・友人への感謝の気
持ちを綴った作品など約200点が展示されました。
講師の新井初江さんは「下書きなしで描き上げま
す。作者の個性が表れるところが楽しいですね。」
と絵手紙の魅力を語ってくださいました。

（５月８日～31日　中山道宿場館）

埼玉県文化財功労者に表彰されました埼玉県文化財功労者に表彰されました
　埼玉県文化財保護協会から平成29年度の県文化
財功労者として、市文化財保護審議会会長の天沼
律子さんが表彰されました。天沼さんは平成 7 年
度から同審議会委員、平成18年度から現在まで同
審議会会長を務められています。
　当市の文化財保護・活用に長年ご尽力いただい
ていることや、広報おけがわ「文化財を訪ねて～
見てある記～」への執筆など、文化財への多大な
貢献が高く評価されました。

（5月26日 秩父宮記念市民会館）

　この催しは、桶
川公民館を活動拠
点にしているサー
クル団体の活動の
成果発表の場とし
て、年１回開催さ
れ て い る も ので
す。今回は24団体
が 参 加 。会 場 で
は、文化サークル
の 作 品 展 示 のほ
か、体験コーナーやステージ発表が行われ、賑わいをみせま
した。　　　　　　　　　    （ 5 月27日・28日　桶川公民館）
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「はっぴいばーすでい」
「おけがわ文芸」
のあて先

または「おけがわ文芸」コーナー
桶川市役所秘書広報課「はっぴいばーすでい」〒363－8501

E メール hisho@city.okegawa.lg.jp

こちらのQR
コードからも
投稿できます

▲

7

竹澤　陸ちゃん
〈北〉

りく

3歳のお誕生日おめでとう♪
いっぱい食べていっぱい遊ん
で、元気に大きくなってね！

坂田　清治ちゃん
〈朝日〉

せい　じ

せいちゃん、一歳のお誕生日
おめでとう！お姉ちゃんと仲良
く、たくましく成長してね。

小坂　亜瞬ちゃん
〈倉田〉

あしゅん

3歳のお誕生日おめでとう。乗
り物（トーマス）が大好き。おし
ゃべりも上手に出来るようにな
ってきたね。たくさん笑ってた
くさん泣いて元気に育ってね。

大沢　侑誠ちゃん
〈坂田〉

ゆうせい

田口　遥貴ちゃん
〈坂田東〉

はる　き

１歳お誕生日おめでとう！大き
くなってくれてありがとう☆
これからも元気にすくすく育
ってね♡

市川　理皇菜ちゃん
〈加納〉

り お な

瀬田　栞ちゃん
〈朝日〉

しをり

3歳のお誕生日おめでとう♡
いつも明るく、元気よくいてく
れてありがとう♥これからも
家族四人でずっと仲良く楽し
くしましょうね♡

2歳のお誕生日おめでとう☆
いつも笑顔で元気いっぱいの
侑誠。これからもお姉ちゃん
と仲良く遊んで元気に大きく
なってね♡

3歳のお誕生日おめでとう！
そして、たくさんの幸せをあ
りがとう！みんなしーちゃん
のことが大好きだよ♡これか
らも元気に大きくなってね！

7月7日七夕の日、我が家にや
って来た彦星☆凱人。凱に会
えて本当に良かった。ありが
とう♡♡幸せだよ♪2歳のお誕
生日おめでとう！ 

りおちゃん2歳のお誕生日お
めでとう♡たくさん食べてた
くさん遊んで元気に大きく
なぁれ！生まれてきてくれてあ
りがとう。大好きだよ♡

3歳のお誕生日おめでとう！
いつも元気でまわりを笑顔に
してくれるレナちゃん。パパも
ママもにいにもレナのことが
みんな大好きです♪

佐藤　玲奈ちゃん
〈坂田〉

れ な

内田　汐音ちゃん
〈坂田〉

し おん

廣井　凱人ちゃん
〈坂田東〉

かい と

　　　　　  の子どもの写真（3歳まで）を募集します。応募は写真（顔全体がはっきりと
写っているもの、裏面にお子さんの名前）と、別紙に①お子さんの名前（ふりがな）②生年月日
③保護者名④住所⑤電話番号⑥簡単なメッセージ（50字程度）を明記し、【郵送】【直接】また
は【Eメール】でお送りください。（7月14日消印有効）
※応募者多数の場合は抽選となります。※過去に掲載されたお子さんのご応募は、ご遠慮
ください。

9月生まれ

一
息
を
入
れ
た
き
頃
の
山
桜 

坂
田 

山
口
　
宏
子

度
忘
れ
も
相
似
て
き
た
り
春
深
し 

鴨
川 

小
川
　
修
三

三
輪
車
桜
吹
雪
を
抜
け
て
く
る 

上
日
出
谷 

押
川
　
孝

遠
浅
間
背
に
耕
せ
る
ひ
と
り
か
な 

東 

柳
澤
　
京
子

紫
陽
花
の
下
へ
こ
ろ
が
る
ホ
ー
ム
ラ
ン 

東 

豊
田
　
鈴
子

静
止
し
て
魚
信
窺
ふ
あ
め
ん
ぼ
う 

朝
日 

大
野
　
君
子

遠
山
の
昏
れ
て
風
恋
ふ
藤
の
花 

坂
田 

小
宮
山
　
勝

ひ
ょ
い
と
出
て
ひ
ょ
い
と
隠
れ
し
螻
蛄
二
匹 

加
納 

髙
橋
　
眞
次

悠
久
の
さ
き
た
ま
古
墳
麦
の
秋 

坂
田 

小
林
　
茂
之

神
官
の
鈴
音
響
く
桐
の
花 

西 

清
水
　
幸
子

枯
野
辺
の
紅
き
サ
ン
ガ
イ
群
れ
咲
き
て
触
る
れ
ば
弥
生
の
冷
た
さ
を
も
つ

 

若
宮 

山
蔭
　
明
代

ね
ぎ
菜
花
春
の
彩
り
さ
ま
ざ
ま
に
市
民
畑
の
土
が
息
づ
く

 

上
日
出
谷 

岩
田
　
一
男

さ
く
ら
花
ま
な
う
ら
に
在
り
し
雨
の
あ
と
若
葉
を
渡
る
風
を
見
て
を
り

 

上
日
出
谷 

鶴
岡
　
博
子

沸
湯
の
ケ
ト
ル
の
笛
の
高
鳴
り
に
慣
れ
て
つ
ば
く
ろ
軒
に
棲
み
つ
く

 

朝
日 

大
野
　
君
子

駅
は
ず
れ
家
路
ち
か
き
の
暗
き
道
石
蕗
の
黄
花
明
る
め
て
を
り

 

泉 

今
西
　
佳
子

と
り
ど
り
の
色
を
交
え
て
た
お
や
か
に
卯
月
の
庭
に
ア
ネ
モ
ネ
の
咲
く

 

泉 

外
山
　
ナ
ミ

新
芽
吹
き
動
き
出
し
た
る
里
山
の
景
色
写
し
て
流
る
る
大
河

 

坂
田 

小
林
　
茂
之

俳
　
句

短
　
歌

（
選
句
協
力…

桶
川
市
俳
句
連
盟
）

（
敬
称
略
）

応募要領

①②
住
所
③
氏
名（
ふ
り
が
な
）
④
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え【
郵
送
】【
直
接
】ま

た
は【
Ｅ
メ

ル
】で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

（
俳
句
は
1
人
3
句
、
短
歌
は
1
人
2
首
ま
で
／
ふ
り
が
な
を
付
け
、
必
ず
楷
書
で
記
入
）

作
品

発

　表
…
毎
月
の
選
考
に
よ
り
、上
位
、俳
句
10
句
、
短
歌
7
首
を
応
募
順
に
掲
載

締
切
り
…
7
月
14
日
消
印
有
効（
今
回
の
応
募
は
、9
月
号
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。）

「広報おけがわ」は自治会で配付されるほか、市内のスーパー・郵便局・公共施設・桶川駅および一部コンビニでもお取りいただけます。
「広報おけがわ」は、紅花の会の協力により拡大写本、音訳が行われています。ご希望の方は秘書広報課☎786－3211へ。
「広報おけがわ」の広告については、桶川市が推奨しているものではありません。

９月号の締め切りは、７月10日(月)です。
※締め切りを過ぎた場合は翌月号の掲載となります。

■
浴
衣
着
付
け
無
料
講
座
『
着
付
け
と
マ

ナ
ー
』

7
月
4
日
㈫
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
／
川

田
谷
公
民
館
／
無
料
／
今
年
の
夏
は
自
分

で
浴
衣
を
着
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん

か
／
桜
井
☎
0９0
─
3
0
9
5
─
6
9
3
9

■
簡
単
足
も
み
講
座
受
講
生
募
集
『
Ｎ
Ｐ

Ｏ
地
球
足
も
み
健
康
法
実
践
普
及
協
会
桶

川
支
部
』

7
月
16
日
㈰
13
時
30
分
〜
16
時
30
分
／
地

域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
（
3
階
講
習
室
）

／
10
人
／
2
，
5
0
0
円
（
教
材
一
式
含

む
）
／
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
ろ
う
。

超
高
齢
化
社
会
を
健
康
で
楽
し
く
い
き
ま

し
ょ
う
。
世
界
50
ヶ
国
で
普
及
し
て
い
る

足
も
み
健
康
法
／
赤
尾
☎
／
薨
786
─

1
6
5
0
（
な
る
べ
く
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
み
）

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
『
桶
川
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会
』

7
月
15
日
㈯
９
時
〜
10
時
30
分
蚯
講
義

（
加
納
北
部
集
会
所
）、
10
時
40
分
〜
正
午

蚯
実
技
（
後
谷
公
園
）
／
20
人
／
無
料
／

初
心
者
歓
迎
。
用
具
は
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。
雨
天
の
場
合
は
講
義
の
み
実
施
致
し

ま
す
／
新
井
☎
786
─
2
7
7
6

■
第
九
回
舞
踊
発
表
会
『
桶
川
友
の
会
』

7
月
17
日
（
月
・
祝
）
10
時
30
分
開
場
、

11
時
開
演
〜
16
時
／
市
民
ホ
ー
ル
／
500
人

／
お
誘
い
合
っ
て
舞
踊
を
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
／
島
村
☎
774
─
1
1
8
8

■
遺
言
・
相
続
と
相
続
税
対
策
に
つ
い
て

『
田
舎
会
』

7
月
21
日
㈮
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
／
市

民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
／
20
人
／

2
0
0
円
（
資
料
代
、
当
日
集
金
）
／
遺

言
・
相
続
と
同
時
に
税
対
策
の
方
法
を
検

討
／
隅す

み

埜の

☎
048
─
5
9
1
─
6
2
2
1

■
親
と
子
の
木
工
広
場
『
建
設
埼
玉
桶
川

地
区
本
部
青
年
部
』

7
月
30
日
㈰
９
時
〜
13
時
（
受
付
）
／
城

山
公
園
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広
場
／
100
人
／

木
工
品
（
貯
金
箱
な
ど
）
500
円
〜
／
小

学
生
お
よ
び
保
護
者
／
木
工
品
、
工
作
作

り
を
親
子
で
体
験
し
て
下
さ
い
。
大
工
さ

ん
が
お
手
伝
い
し
ま
す
／
建
設
埼
玉
桶
川

地
区
本
部
青
年
部
☎
787
─
5
0
5
1

■
藤
其
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
舞
踊
と
歌
の
夏
ま

つ
り
『
藤
其
流
の
会
』

8
月
6
日
㈰
９
時
開
場
、
９
時
30
分
〜
1９

時
／
市
民
ホ
ー
ル
／
無
料
／
観
客
の
方
々

に
感
動
と
楽
し
さ
、
そ
し
て
感
謝
一
杯
の

舞
台
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
／
齊
藤

☎
786
─
3
7
7
2

■
カ
ラ
オ
ケ
上
達
法
学
び
ま
せ
ん
か
『
歌

謡
教
室
コ
ス
モ
ス
』

毎
週
月
曜
日
・
土
曜
日
（
そ
の
他
応
相
談
）

／
コ
ー
ト
ダ
ジ
ュ
ー
ル
（
井
戸
木
）、
う

た
う
ん
だ
村
／
個
人
レ
ッ
ス
ン
30
分
3
，

0
0
0
円
／
基
礎
の
発
声
か
ら
。
講
師
：

田
中
石
夫
（
県
歌
謡
指
導
者
連
盟
理
事
）

／
大
山
☎
0９0
─
4
3
7
5
─
3
6
7
0

■
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
会
員
募
集
『
ス
マ
イ
ル
』

月
3
回
火
曜
日
10
時
〜
／
市
民
ホ
ー
ル
ま

た
は
朝
日
記
念
館
／
入
会
金
1
，
5
0
0

円
、
月
額
1
，
5
0
0
円
／
ス
ト
レ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
使
い
、
骨
盤
周
辺
の
ス
ト
レ
ッ

チ
を
行
う
こ
と
で
、
左
右
の
姿
勢
の
バ
ラ

ン
ス
を
整
え
な
が
ら
体
幹
を
鍛
え
ま
す
／

藤
原
☎
771
─
3
8
3
5

■
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
募
集
『
ロ
ス
・

ボ
ニ
ー
ト
ス
』

毎
月
第
1
・
3
土
曜
日
13
時
〜
16
時
／
市

民
ホ
ー
ル
／
月
額
1
，
0
0
0
円
／
ギ
タ

ー
合
奏
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
経
験
者
歓

迎
／
梅う

め

谷や

☎
782
─
6
2
3
2

■
は
じ
め
て
の
英
会
話
『B

enibana 

English

』

毎
月
2
回
火
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
／
市

民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
会
議
室
（
ベ

ニ
バ
ナ
ウ
ォ
ー
ク
内
）
／
5
人
／
無
料
／

英
会
話
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
仲
間

同
士
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。
一
緒
に
楽
し
み

ま
せ
ん
か
！
初
級
ク
ラ
ス
で
す
／
内
藤
☎

080
─
5
0
0
3
─
5
1
6
8

■
社
交
ダ
ン
ス
会
員
募
集
『
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
』

毎
週
金
曜
日
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
／
勤

労
福
祉
会
館
ま
た
は
東
公
民
館
／
10
人
／

月
額
2
，
5
0
0
円
／
男
性
会
員
／
見
学

何
時
で
も
可
／
浅
野
☎
0９0
─
6
1
7
8
─

7
7
5
0

■
社
交
ダ
ン
ス
会
員
募
集
『
Ｓ
Ｄ
Ｃ
カ
ト

レ
ア
』

毎
週
土
曜
日
13
時
30
分
〜
16
時
／
東
公
民

館
ま
た
は
勤
労
福
祉
会
館
／
5
人
／
月
額

3
，
0
0
0
円
／
男
性
会
員
／
気
軽
に
見

学
に
来
て
下
さ
い
／
広
瀬
☎
0９0
─

7
0
1
8
─
9
9
4
2

■
メ
ン
バ
ー
募
集
『
ウ
ク
レ
レ
エ
コ
ー
ズ
』

毎
月
第
1
・
第
3
火
曜
日
10
時
〜
正
午
／

桶
川
公
民
館
／
月
額
2
，
0
0
0
円
／
講

師
の
指
導
の
も
と
、
よ
く
知
っ
て
い
る
曲

や
ハ
ワ
イ
ア
ン
な
ど
楽
し
く
練
習
し
て
い

ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎
！
！
い
つ
で
も
見

学
Ｏ
Ｋ
／
折
田
☎
728
─
5
3
0
4

■
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
募
集
『
Ｏ
Ｐ
Ｗ
ジ
ャ

ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
』

月
3
回
日
曜
日
13
時
〜
17
時
／
主
に
東
公

民
館
／
月
額
500
円
／
楽
器
演
奏
経
験
の
あ

る
人
／
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、

ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
、
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
／

佐
藤
☎
0９0
─
2
5
2
5
─
8
4
7
6

■
新
会
員
募
集
『
詩
吟 

悠
悠
会
』

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日
（
曜
日
変
更
有
）

10
時
〜
正
午
／
加
納
公
民
館
／
7
人
／
月

額
2
，
0
0
0
円
／
初
心
者
歓
迎
／
漢
詩

に
和
歌
、
俳
句
、
謡
曲
、
琵
琶
、
歌
謡
曲
、

唱
歌
、
叙
情
歌
な
ど
を
織
り
交
ぜ
、
家
で

は
出
せ
な
い
大
き
な
声
で
吟
じ
て
み
ま
せ

ん
か
。
無
料
体
験
あ
り
。
ま
ず
は
お
電
話

を
！
／
永
井
☎
7９3
─
6
8
3
1

■
い
つ
で
も
見
学
に
来
て
ね
！
『
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
桶
川
第
1
団
』

毎
月
2
〜
3
回
（
主
に
日
曜
日
の
午
前
中
）

／
主
に
市
内
。
市
外
活
動
も
あ
り
／
正
式

入
団
時
の
費
用
1
万
円
、
年
額
1
万
8
千

円
（
兄
弟
姉
妹
減
免
あ
り
）
他
／
幼
稚
園

年
中
相
当
〜
小
学
生
／
小
学
生
低
学
年
ま

で
の
年
齢
が
対
象
の
バ
ー
ビ
ー
ス
カ
ウ
ト

で
は
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
、
川
遊
び
や
雪
遊
び

な
ど
、
季
節
を
通
じ
自
然
を
体
験
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
楽
し
く
活

動
し
な
が
ら
学
び
ま
し
ょ
う
。
男
子
、
女

子
と
も
に
参
加
で
き
ま
す
。
見
学
は
随
時

受
付
。
詳
し
く
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
桶
川

第
1
団
Ｈ
Ｐ
で
／
本
間
☎
728
─
9
2
9
7

開
催
し
ま
す

募
集
し
ま
す

※
内
容
・
文
責
に
つ
い
て
は
、
団
体
に
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
公
共
施
設
で
活
動
す
る
団
体
は
、
場
所

　
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。


